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第１回「鳥取県産業振興未来ビジョン策定検討会議」の開催結果について 

 

令和２年８月２１日 

商 工 政 策 課 

  

新たな経済成長戦略「鳥取県産業振興未来ビジョン(仮称)」の策定に向け、標記会議を開催しました。 

 （産業振興未来ビジョン検討の背景） 

  ・現行の経済成長戦略（鳥取県経済成長創造戦略）について、今年度が最終年度（計画期間：H22～R2）であり、戦略

目標（実質 GDP を H22 比 700 億円増）を達成見込みである。 

  ・人口減少・少子高齢化、Society5.0 やグローバリズムの進展など、コロナ以前から直面する社会・経済課題に加え

新型コロナウイルス感染症の強い影響下、将来に亘って持続可能な県経済・産業の確保を目指し、新たなビジョン

策定に向けた検討に着手するもの。 

 

１． 会議の開催結果 
（１）開催概要 
  （日 時）令和２年８月６日（木）１４：００～１５：３０ 
  （場 所）県庁第三応接室  ※リモート会議で開催 
  （出席者）県商工会議所連合会、県商工会連合会、県中小企業団体中央会、鳥取大学、㈱山陰合同銀行、 

㈱鳥取銀行、県信用金庫協会、(一社)県情報産業協会、(公社)県観光連盟、(地独)県産業技術 
センター、(公財)県産業振興機構､(独)ＪＥＴＲＯ鳥取事務所、鳥取県知事 

（２）ビジョンの考え方（別添事務局資料より） 
○計画期間は１０年間（2021.4～2031.3）、１０年後を見据えた「産業振興指針」としての位置づけ 

○横断的視点での基本目標を設定（方向性＋数値指標） 

  （例）「県内経済・産業の持続的成長」と「県民所得の向上」 

     ＜数値指標（例）＞ 

       ２０３０年ＧＤＰ、２０３０年製造品出荷額 等 

○ビジョンに位置付ける対策は、以下３点を着眼点に、必要となる戦略・施策のとりまとめを行う。ま 

た、重点分野毎にアクションプログラムを設定 

   ①コロナ禍に伴う県内経済・産業への影響軽減（短期的対策） 

   ②ポストコロナ期を見据えた産業構造転換（短中期的対策） 

   ③社会経済構造の変化に対応した産業基盤の形成（中長期的対策） 

○ＫＰＩ（重要業績指標）を設定の上、毎年度進捗管理を行いながら目標達成に向け取り組む 

（３）主な意見 
①出席者の意見 

  ・基本目標に関し、数値指標を定めるのであれば、特定の分野に 

おける成果指標ではなく、県民所得（ＧＤＰ）がどれくらい向 

上したのか、といった視点で考えるべき。 

  ・コロナ禍は誰もが経験の無い世界であり、先々の見通しは立て 

にくい。事業継続を最優先に、企業の体力回復を如何に図って 

いくのかという短期的対策にまずは力を尽くすべき。 

  ・コロナ後においては、「分散型」の国家形成が大きく進むこと 

   が見込まれる。デジタル化の進展なども含め、人、モノ、拠点 

分散化を好機と捉えるべき。 

  ・ビジョンは成長分野・企業だけでなく、小規模事業者の視点も大切。 

  ・県内産業の生産性向上を図っていくことは永遠のテーマ。第四次産業革命、Society5.0 などのデジタ 

   ルシフトが既に本格化しつつある中、デジタル技術を活用した農業等の県内基幹産業のスマート化、 

地域課題の解決、さらには身近なＩＴ化など、強力に推進していくべき。 

・デジタル化で全てカバーできるわけではない。汎用性のある部門（管理・営業）とそうでない部門（製 

造現場）とで、支援手法の整理をしていくことが必要。 

・若い人、特に大学進学者が県外から戻って起業ができる環境を作り、付加価値の高い事業活動・産業 

   を生み出していく視点も重要。 
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②平井知事による議事総括 

  ・ビジョン策定に際しての大きな論点が２つ見えてきた。一つが「足元のコロナ危機をどう乗り越えてい 

くのか（短期的対策）」という点。もう一つが「コロナ後に新たな産業創造によって局面展開を図り、ど 

う成長を促していくのか（中長期的対策）」という点。 

  ・その際、Society5.0 や人材育成などの取り組みで横串を差しながら取り組んでいくことが必要であり 

   そういった観点も踏まえビジョンの整理を考えてみたい。 

 

２．今後の予定 

○今後、企業・団体等のヒアリングなど実施しながら、今年度中のビジョン策定に向け、必要となる 

戦略・施策検討を進めていく。 
（今後の検討スケジュール（想定）） 

     １０月 第２回検討会議（ビジョン骨子案の提示、議論） 

     １２月 ビジョン（素案）のとりまとめ 

 令和３年 ３月 ビジョン（確定版）のとりまとめ、公表 
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